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事例3 韓国(2)

1.調査の概要

調査期間:2010年2月22日-26日

調査地域:釜山、大田、水原

調査機関(ハングル順)

<訪問〉

国立釜慶大学校国際交流院(釜山)

国立釜山大学校対外交流本部(釜山)

私立釜山外国語大学校 国際交流センター(釜山)

私立亜洲大学校 国際協力チーム(水原)

<メーノレ〉

国立特殊大学韓国科学技術院 国際協力チーム(大田)

*担当者とのインタビューによる内容は別途の註釈をつけていない。

*韓国科学技術院の調査は全て担当者の回答による。

2.大学の事例紹介

(1)釜慶大学校 (PukyongNational University) 

鄭成一

所在地 (DaeyeonCampus) 599ー1 Daeyeon 3-dong， Nam-gu， Busan 608ー737Korea 

(Yongdang Campus) San 100， Yongdang-dong， Nam-gu， Busan 608ー739Korea 

URL: http://www.pknu.ac.kr/ (韓国語、英語)

訪問:2010年2月23日、釜慶大学校国際交流院 カン・ジョン先生(TEL:+82-51-629-6906)

1)大学情報

・設立年度:1996年7月6日、国立釜慶大学校として統合

.学部数 :6学部

・学生数:学士課程25，341名、修士課程943名、博士課程478名、特殊大学院し 192名、

合計27，954名

・留学生数.学士課程221名、修土課程74名、博士課程:48名、合計333名

・国際室:国際交流院(大学本部1階)。受付は釜慶大学校のコーディネーターが対応。

対応は英語、日本語、中国語、フランス語。

・交換留学プログラム:7カ園、派遣は約150名、受け入れは約100名。ネイティプス

ピーカー招請プログラム(短期2-3週間):英・米国等120名、日本等25名程度

・国際カリキュラム:英語、日本語(学部生が対象)講座設置。英語講座が設置され

ている大学院もある。
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く写真国際交流院〉

2) 単位制度

① アカデミック・カレンダー

学年は3月1日から、翌年2月末までとする。学年は下記のように2学期に分ける。

第1学期 :3月1日から日月31日まで。第2学期:9月1日から翌年2月末まで。

但し、第2学期の授業は2週を超過しない範囲で学期開始日の前に開講することが

できる。

学士課程は夏季及び冬季の休暇中に季節学期を設置することができ、季節学期の

運営に関する必要な事項は別に定めるものとする。 l

② 学士課程の年数は4年とする。但し、建築学専攻は5年とする。学則で定められた

卒業単位以上を取得し、全学年の成績評点平均が4.0以上の者に対しては卒業年

数を1年以内の範囲で短縮することができる。但し、編入学者と建築学専攻者に

は該当しない。 2

③ 修士と博士課程の年数は各々2年以上とし、修・博士統合課程の年数は4年以上と

する。但し、一般大学院の修士課程と博士課程は6ヶ月、修・博士統合課程はl年

以内で修業年数を短縮することができる。これに闘する事項は別に定める。

学・修士連携課程の年数は学士課程3年6ヶ月、修士課程1年6ヶ月とする。 s

④ 卒業に必要な平均的な単位数

・学士課程:132~140単位以上、全学年の成績評点平均が2.0以上とする。

但し、水海洋産業教育及び法学科は150単位以上、建築学専攻は160単位以上。

・修士課程:24単位以上。論文提出は必須。

・博士課程及び修・博士統合課程:60単位(修士課程30単位以内含む)以上とし、履

修した全科目の成績評点平均が3.0以上でなければならない。但し、教育課程の

運営上必要な場合は、大学院ごとに定めることができる。 4

③ 単位制度は1科目当たり 3単位が一般的ロ教養科目の場合は1~3単位。 1単位の科

目は実 習科目と社会ボランティア(r大学生活の理解」、 「職場研修」、 「リ
ーダーシップ講座j 等).4単位以上の実習科目もある。 48時間以上のインターン

シップを行った場合、実習として4単位以上で運営される教養科目と認定。海外

実習を行った場合には36単位まで認めるロ

⑧ 卒業に必要な平均的な単位数における必須科目と選択科目の一般的な割合:学部

の場合、専攻科目は75単位以上、教養科目を30単位以上。修士の場合、専攻科目

を24単位以上。学士課程の教養科目単位は教育課程上に編成された大学別・募集
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単位別の履修単位を取得しなければならない。専攻科目の単位は専攻必須(専攻

共通科目を含む)を含め、 70単位もしくは95単位(建築学専攻120単位)以上を履修

しなければならない。具体的な事項については教育課程による。 5

⑧ 単位換算方法:科目の履修基準は単位とし、各単位当たり必要な履修時聞は毎学

期15時間以上とする。但し、実験実習、実技、体育、論文研究及びセミナ一、そ

の他教育課程が定める科目の履修時間は毎学期30時間以上とする。 6

③ 学内の単位認定の規定:学科別の連携科目、専攻が似ている学部同士は単位互換

が可能。

ファソンTrack制(ファソン(企業名)一実習)等。

⑨ 圏内の単位互換の状況:OCU(オープンサイバ一大学校)を利用、毎学期、 6，000

名程度が単位互換をしている。

*OCU:韓国初のサイバー大学校。 1998年9月から2年6ヶ月にわたる試験運営期間を

経て、 2001年3月に開校。 23の学術交流大学校と中央日報、ヨンサン情報通

信など2つの参加機 関で構成され、 400余りの専門講義を開設している。

教育人的資源部評価による最優秀大学校に選定(2007年人的資源領域)され、

優秀で安定的な教育システムを構築し、毎年12万名余りの受講生が講義を

受講している。 7

⑮ 単位互換制度.韓国圏内や海外の他大学で取得した単位の場合、取得した単位

は学士課程の卒業に必要な単位の4分のl、海外ダブルディグリー取得のための

場合は2分のlの範囲内で認めることができる。海外の場合、似ている科目がな

い場合にはそのまま、自由選択科目として認定。但し、事白書がある場合、教

授会議で審査し、専攻として認める場合もある。 8

⑪ 部局間の格差問題はない。

⑫ 単位の表記・講義計画書に全て記載されている。その内容はホームベージで全

て公開している。英語ホームベージには全科目の英語講義計画書が掲載されて

いる。韓国語の教育課程に関する印刷物は各学科に配置されている。学生サー

ピスセンターで確認することもできる。英語資料は国際交流院で確認すること

ができる。

⑬ その他:科目ごとの取得単位数自体が成績を意味する単位・成績評価制度である。

講義計画書に記載されている内容(出席、課題、テスト等)を総合して評価す

る。単位がない科目はない。

3)成績評価制度

① 成績評価の規定.学部は原則として相対評価を行う。例外として絶対評価を行

うこともある。この場合は、教授の裁量に任せる。大学院は絶対評価を原則とす

るが、相対評価をすることもある。

② 成績評価の方法:大学のホームベージやシラパス(講義計画書)に成績評価の方

法等について全ての情報が掲載されている。シラパスをもとにして、出席、課

題、テスト等を総合的に評価する。

③ 成績評価段階



－ 240 －

表1 成績評価段階衰

学士課程の科目成績はD。等級以上、大学院課程の科目成績はC。等級以上の場合、

単位を取得したと認める。成績評価資料が揃っていないと思われる場合には暫定的に

評価保留(I)の成績を与えることができる。 9

④ 素点による元の成績評価:担当教員が原本を保存している。

⑤ 成績証明書:学期が終わってから、 3週間以内に担当教員が必ず成績を入力する

ことになっている。 3週間後にはインターネットで確認することができる。 GPAは

学生の雇用や進学に強く影響する。

⑥ 圏内や海外との成績評価認定の現状:圏内の大学や海外の協定大学と共同の教育

プログラム等を持っている場合は、似ている科目を自由選択科目として認定する

ことにしている。

4)国際カリキュラム、国際教育プログラム

英語、日本語講座がある。季節学期は英語講座のみ。関連資料はホームページで確

認することができる。

く添付資料1> 講義計画書(英語)

(2 )釜山大学校 (PusanNational University) 

所在地:San 30， Jangjeon-dong， Geumjeong-gu， Busan 609-735 KOREA 

URL: http://www.pusan.ac.kr/ (韓国語、英語)

訪問 2010年2月22日、釜山大学校対外交流本部 チョン・ヨンピノレチーム長/ソン・ヒ

ヨンギョン先生 (TEL:+82-51-510-3653)

1)大学情報

・設立年度:1946年5月15日、釜山大学校設立

・学部数:13単科大学、 2独立学部(スポーツ科学部、観光コンベンション部)

人文大学は全て学科へ、工科大学は学部から学科へ改編中。商科大学は学部と学科

が両方設置されている。

・学生数(在籍学生): 学士課程29，301名、修士課程6，911名、博士課程1，468名、合

計37，680名 (2009年4月1日調査)

・留学生数・学士課程477名、修士課程194名、博土課程96名、その他19名、合計766

名 (2009年4月1日調査)

・国際室 :2カ所。対外交流本部(大学本部6階)と在留 に関する業務を行う部署に分

けられている。
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く写真対外交流本部〉

・対外交流本部が全体の窓口の役割を呆たし、本部の国際チームは全員外国語ができ

る。対応は英語、 H本語、中国語。

・交換留学プログラム:派遣は14カ国の42大学に121名、受け入れは6カ国の18校に60

名(2009年調査)

・国際カリキュラム:英語講座設置。全学生を対象。学部239講座、大学院118講座(2

008年2学期調査)

*ホームベージアクセス方法:学生支援システム>受講メニュ>受講申込〉ネイティ

ブ講座〉英語、日本語、中国語、 ドイツ語、ロシア語、フランス語等。

講座開設は各学科及び学部に任せている。但し、学部講座は学部生のみ、大学院は

大学院生のみが受講できる。

2)単位制度

① アカデミック・カレンダー

学年は3月1日から、翌年2月末までとする。

第1学期 :3月1日から8月31日まで。第2学期 :9月1日から翌年2月末まで。

但し、特別な事情がある場合、第2学期の授業は2週を超過しない範囲で、学期開

始日の前に開講することができる。 10

② 学士課程の年数は4年とする。但し、建築学科は5年とする。 l年の範囲内で短縮

することができる。薬学大学11は調整中である。 12

③ 修士課程年数:一般大学院:修士2年、博士2年、修・博士統合課程4年

④ 卒業に必要な平均的な単位数

・学士課程.一般的に132単位以上。但し、工科大学(建築学科168単位)、法科大学、

ナノ科学技術大学、生命資源科学大学(但し、農業経済学科132単位)及び看護大学

は140 単位以上、師範大学は141単位以上、薬学大学は150単位以上とする。学・

修士連携課程者と学・修博士統合連携課程者は一般選択6単位を加減した単位とす

る。 13

-修士課程は24単位以上、博士課程は36単位以上、修・博士統合課程は60単位以上

⑤ 単位制度は1科目当たり 3単位が一般的。実験や実用英語科目は1単位。

⑥ 卒業に必要な平均的な単位数における必須科目と選択科目の一般的な割合
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表2 一般的な領域別卒業基準単位14

教養 専攻

学科名 教養 教養 最小専攻 一般選択
卒業基準

深化
単位

必須 選択 専攻基礎 専攻一般 専攻

39 

国語国文学科 6 24 12 専攻必須(18) 24 27 132 

専攻選択(21)

⑦ 単位換算方法:1学期の15時間以上を 1単位とする。但し、実験・実習・実技・

体育科目は毎学期30時間以上を 1単位とする。総長が特別に指定する科目は例外

とする。 15 

⑧ 学内の単位認定の規定:学士課程の3年生以上の学生で、一般大学院の科目を履

修する場合には学科(副)長か専攻主任の許可を得て、 6単位以内で単位を取得す

ることができる。このときに取得した単位は学士課程の修了単位に含むか、修士

もしくは修・博士統合課程の修了単位に含むことができるが、重複して認めるこ

とはない。 16他専攻の場合には一般選択科目として認める。学部も大学院も同じ。

⑨ 囲内の単位互換の状況・学生が園内の他大学(院)等で取得した単位は、修了に必

要な単位の2分のlの範囲内で認める。この事項は「他大学との学生交流修学及び

単位認定に関する規定」で定める。 17

⑮ 単位五換制度:韓国圏内の場合は、科目の読み替えをする。海外の大学の場合は、

教科課程と単位を確実に明記し、科目名は読み替えしない。

⑪ 部局間の格差問題は、医大や特殊学部の場合、受け入れないときもある。審査が

厳しい場合もある。

⑫ 単位の表記: インターネットで公開している。科目をクリックすれば、講義計

画書を確認することができる。講義計画書には単位、評価方法等が全て記載され

ている。 5年ほど前から必ず教授本人が韓国語と英語の講義計画書を作成するこ

とになっている。

⑬ その他:科目ごとの取得単位数自体が成績を意味する単位・成績評価制度である。

講義計画書に記載されている内容(出席、課題、テスト等)を総合して評価する。

社会ボランティアの場合、時間を自主的に規定し、一般選択科目と認める。但し、

成績はPASS(P)等で表記する。

3)成績評価制度

① 成績評価の規定:学部1年生の教養科目は相対評価、 2年生以上は専攻の場合、絶

対評価。しかし、ネイティブ講義と実習実技は絶対評価。

② 成績評価の方法:大学のホームページやシラパス(講義計画書)に成績評価の方法

等について全ての情報が掲載されている。シラパスをもとにして、出席、課題、

テスト等を総合的に評価する。成績評価は学士課程と修土課程、博土課程が同じ

方法で行われる。
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③ 成績評価段階

表3 成績評価段階褒

科目により、及第した場合にはPで、落第した場合には F・で成績評価することが

でき る。一般大学院で成績評価資料が十分に揃っていない場合には、臨時的に未

完(I)の成績を与えることができる。学士課程の科目成績はD。等級以上、大学院課

程の科目成績はC。等級以上の場合、単位を取得したと認める。 18

④ 素点による元の成績評価:大学が成績を3年間保管。学生は成績異議申込期間に

確認することができる。

⑤ 成績証明書:学期が終わってから、 1週間程度で指導教員が成績を評価する。そ

の評価された成績をホームベージで確認、成績に疑問がある時には成績異議を申

し込むことができる。成績異議申込期聞が終わって確定された成績を確認するこ

とができるのは、一般的に学期が終わってから約2週間後である。成績証明書に

は素点の元の点数は記載しない。 GPAは学生の雇用や進学に強く影響する。

⑥ 囲内の成績評価認定の現状・園内の場合、科目は読み替えしないが、成績算出方

式は変更する可能性がある。たとえば、単位を取りやすい大学や取りにくい大学

がある場合、単位の取りやすい大学の成績は学科の教授会議で審査し、成績を再

評価し、再算出する場合もある。

⑦ 海外との成績評価認定の現状:海外の協定大学と学生交流等を行っている場合は、

科目は読み替えしない。

4)国際カリキュラム、国際教育プログラム

英語講座がある。講座の講義計画書はインタ}ネットで公開している。韓国は電算

システムを利用して入力し、すぐ確認ができるシステムを利用しているため、別途印

刷物は作らない。

く添付資料2> 講義計画書(韓国語・英語)

く添付資料3> 成績証明書(英語)

(3 )釜山外国語大学校 (PusanUniversity of Foreign Studies) 

所在地:55-1 Uamdong， Namgu， Busan 608ー738KOREA 

URL: http://www.pufs.ac.kr/ (15ヶ国語)

訪問:2010年2月22日、釜山外国語大学国際交流センター ユン・ハンソン次長(TEL:

+82-51-640-3632) 

1)大学情報

・設立年度:1982年3月12日、釜山外国語大学校設立
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-学部数:38学部

・学生数: 学士課程8，325名、修士課程390名、博士課程52名、合計札 767名(2009年9

月1日調査)

-留学生数:学士課程551名、修士課程84名、博士課程:10名、合計645名(2009年1月

調査)

く写真 (左)語学館外観 (右)国際交流センター〉

-国際室:国際交流センター(語学館l階)、受付にネイティプスピーヵーを配置し、

各国の留学生に対応する。対応言語は英語(英語圏&その他)、日本語、中国語、ベ

トナム語。

・交換留学プログラム:27カ国101大学

-国際カリキュラム 英語講座。 2+2のダプノレディグリーを準備する教養講座等、毎

学期 10科目程度、通年20科目設置

2)単位制度

① アカデミック・カレンダー

学年は3月1日から、翌年2月末までとする。学年は下記のように2学期に分ける。

第l学期 :3月1日から8月31日まで。第2学期:9月1日から翌年2月末まで。

前項の学期以外に季節学期も設置することができる。季節学期は夏季もしくは冬

季休みに開設し、その運営に関する事項は別に定める。 19

② 学士課程の年数は4年とする。但し、単位取得の特別試験、単位超過取得、季節

学期などの方法で所定の全課程を履修した者に対しては年数を1学期もしくは2学

期短縮して卒業することができる。休学期聞は在学年数に算入しない。回

③ 一般大学院の修士・博士課程の年数は各々2年(4学期)以上とし、特殊大学院は2

年6ヶ月 (5学期)とする。但し、通訳翻訳大学院の3カ国言語課程は3年6ヶ月 (7学

期)とする。 21

④ 卒業に必要な平均的な単位数

-学士課程:130単位以上。法学科のみ140単位以上。四

・修士課程:論文研究2単位を含め、 26単位以上。

・博土課程:論文研究4単位を含め、 40単位以上。

但し、通訳翻訳大学院の2カ国言語(A-B)課程は論文研究2単位を含めて34単位、 3

ヶ国言語(A-B-C)課程は論文研究2単位を含めて50単位以上。回
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⑤ 単位制度:1科目当たり2、3単位が一般的。語学及び言語科目は2単位が多い。体

育実技は1単位。

⑥ 学士課程の卒業に必要な平均的な単位数の必須科目と選択科目の一般的な割合

A.教養課程

・共通教養科目を第l学年から学期別に必ず履修しなければならない。

・領域教養科目は4領域から必ず領域別の各一つ以上の科目を選択し、合計4科目 (8単

位)以上を履修しなければならない。

・実務教養科目は4単位以上履修しなければならない0

.教養課程の認定単位の上限は34単位に制限する。

B.専攻基礎課程:専攻(学部)基礎課程は学期別に開設された科目を必ず履修しなけれ

ばならない。(18単位)

C.専攻課程.専攻課程の科目は学部共通、専攻基本及び専攻深化科目を履修し、学部

(科)で要求する最小専攻単位57単位(法科は66単位)以上を取得しなければならない。

D.一般選択課程

・一般選択は教養科目と所属学部(科)の専攻科目を除いた他学部(科)の科目を履修し

た単位である。

・一般選択の範囲はダブルディグリ一、連携専攻、副専攻、教職、 ILE、GLE、Lスク

ール、自由選択とする。 24

⑦ 単位換算方法:1学期の15時間以上を 1単位とする。但し、実験・実習実技等、

総長が指定する科目は毎学期30時間以上を 1単位とする。 25 32時間の社会ボラ

ンティアをした場合には、教養科目の1単位として認めるo

⑧ 学内の単位認定の規定・学内の学部聞における単位互換は全学部で可能。但し、

他専攻の専攻科目を受講した場合には一般選択、自由選択科目として処理する。

学内の学部聞におけるCross-listing科目や学際的科目は同じ系列や専攻の場合、

専攻科目をそのまま専攻科目として認定する。外国語による教養科目、国際カリ

キュラム、国際教育プログラムの場合、その単位認定制度は一般科目の規定と同

じである。

⑨ 圏内の単位互換の状況:圏内の場合、 1学期当たり、 17単位まで単位互換可能。

全体的には卒業に必要な単位の2分のlまで認定。但し、ダブルディグリーは例外

とする。釜山以外の地域とも単位互換をすることができる。一般的に季節学期を

利用する場合が多い。たとえば、学部の場合、ソワルの韓国外国語大学校と単位

互換、大学院の場合、韓国海洋大学院と単位互換をしている。

⑮ 単位互換制度:圏内の場合、科目の読み替えをする場合もあり、そのまま、他大

学の科目名を認める場合もある。単位は他大学のものを全部認める。但し、海外

の大学の場合、単位数が違う場合、教授会議で審査し、調節する。たとえば、海

外の大学で5単位の科目を履修した場合、釜山外国語大学校の単位にあわせ、 3単

位に調節するか、そのまま5単位を認めるか、教授会議で審査する。ダブルディ

グリーやジョイントディグリープログラムにおける単位認定の規定はホームペー

ジの規定集に詳しく紹介している。

⑪ 部局間の格差問題はない。
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⑫ 単位の表記 インターネットの個人学士情報ベージで公開している。学習計画書、

講義計画書、成績評価方法等、全ての内容が、具体的に記載されている。学生本

人が学士情報ベージにログインして、確認することができる。

⑬ その他.科目ごとの取得単位数自体が成績を意味する単位・成績評価制度である。

講義許画書に記載されている内容(出席、課題、テスト等)を総合して評価する。

担当教員がその素点の元の成績を成績担当部署に提出、その点数を100点で計算

し、成績評価 を行う。以前は宗教等の科目は単位がなかったが、現在は全て

の科目に単位がある。

3)成績評価制度

① 成績評価の規定:相対評価は教養科目、専攻基礎科目、絶対評価は専攻深化科目

等

② 成績評価の方法:大学のホームベージやシラパス(講義計画書)に成績評価の方法

等について全ての情報が掲載されている。シラパスをもとにして、出席、課題、

テスト等を総合的に評価する。成績評価は学士課程と修士課程、博士課程が同じ

方法で行われる。

③ 成績評価段階

A.学士課程

表4 学士課程成績評価段階衰

成績は各科目を100点満点とし、出席、課題、試験成績等を総合し、評価する。

各科目の成績はD等級以上を及第とし、 F級以下を落第とする。 26

B.大学院

表5 太学院成績評価段階表

成績等級 点数 評点 成績等級 点数

A+ 95-100 4.5 A 90-94 

B+ 85-89 3.5 B 80-84 

c+ 75-79 2.5 C 70ー74

F 70未満 0.0 

評点

4.0 

3.0 

2.0 

単位は評点平均2.0以上を取得単位と計算する。各学位課程の修了のための全科

目の評点平均が3.0以上でなければならない。成績を向上させるため、すでに履修

した科目の中で、評点平均が2.5以下の科目に限り、再履修することができる。 27

④ 素点による元の成績評価:学生は成績閲覧期間にインターネットの学士情報ベー

ジで素点による元の点数を確認することができる。素点による元の成績評価は大

学で一定期間保管して廃棄する。
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⑤ 成績証明書 学期が終わってから、学生が受講科目の教授評価を行うと、 10日以

内で成績を確認することができる。成績閲覧期聞が終わると、確定された成績証

明書も確認できる。全て、電算システムを利用して処理するため、短時間で確認

することができる。但し、成績証明書には単位や評価ポイントで記載され、素点

は表記されない。 GPAは学生の雇用や進学に強く影響する。

⑥ 園内の成績評価認定の現状・園内の大学と共同の教育プログラム等を持っている

場合は、他大学の成績はそのまま認定する。

⑦ 海外との成績評価認定の現状:海外の協定大学と学生交流等を行っている場合は、

関連事項については教授会議で審査して定める。

4)国際カリキュラム、国際教育プログラム

英語講座がある。全学生を対象。英語による詳細な内容説明はホームページには掲

載していない。現在、大学要覧を英語に翻訳している。ほぼ作業が終わり、印刷が終

わり次第、海外の協定校と交換する予定である。

く添付資料4> 成績証明書(英語)

(4)亜洲大学校 (AjouUniversity) 

所在地:San 5， Woncheon-dong， Yeongtong-gu， Suwon 443-749 KOREA 

URL: http://www.ajou.ac.kr/ 韓国語、英語、中国語)

訪問:2010年2月25日、 E洲大学校国際協力チーム イ・ドンヨル部長/キム・グン先

生(TEL:+82-31-219-2926)

1)大学情報

・設立年度:1973年3月l目、亜洲大学校設立

.学部数:20学部

学士課程・ 38専攻

修士課程:一般大学院(41専攻)/情報通信専門大学院/法学専門大学院/医学専門大

学院/特殊大学院(9カ所)

博士課程.一般大学院(38専攻)

修・博士統合・一般大学院(35専攻)

-学生数:学士課程9，000名程度、修・博士課程4，000名程度(そのうち、学位課程が

3，500名程度)

・留学生数.学士課程142名、修士課程134名、博土課程88名、修・博士統合課程41名

(200 9年現在)

・国際室:国際協力チーム(ユルゴク館l階)、対応言語は英語、日本語、中国語。

・交換留学プログラム:52カ国の186大学。亜洲大学校では、卒業まで最大3回の交換

留学のチャンスがある。交換留学先はヨーロッパが一番多い。英語圏も多いほう

である。 1年に359名程度を交換留学生として派遣している。入学生の15%程度が

毎年留学する。
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国際カリキュラム.英語講座。学部、大学院を含め、毎学期約200科目程度。

その他 韓国初のダブルディグリー実施校。ダプノレディグ日ー関連高等教育法の

改Eを教育部に依頼し、 1997年ダプノレディグリー協定締結。 2000年に初派遣。圏

内の大学校の中で留学生受け入れの国家多様性3位。在学生に様々な経験を与え

ることができる大学であれば、積極的に協定を締結するようにしている。

〈写真国際協力チーム〉

2)単位制度

① アカデミック・カレンダー

学年は3月1日から、翌年2月末までとする。

第l学期 3月1日から8月31日まで。第2学期:9月l日から翌年2月末まで。

前項の学期以外に季節学期も設置することができる。季節学期は夏季もしくは冬

季休みに開設し、その運営に関する事項は別に定める。 28

② 学士課程年数は4年とする。但し、建築学科は5年とする。 m

③ 修士課程年数は2年以上、博士課程は2年以上、修・博士統合課程は4年以上30

@ 卒業に必要な平均的な単位数

・学士課程:120~128単位以上。人文大学、自然科学大学、経営大学、社会科学大

学、法科大学120単位以上、工科大学建築学部建築学専攻160単位、医科大学240

単位、看護大学128単位31

・一般大学院:修士課程は専攻24単位/研究6単位、博士課程は専攻60単位/研究9単

位、修・博士統合課程は専攻54単位/研究9単位

⑤ 単位制度 1科目当たり3単位が一般的。教職科目は2単位、実験科目は1単位。

⑥ 卒業に必要な平均的な単位数の必須科目と選択科目の一般的な割合 学士課程は

教養科目の場合、 18~21単位を取ることにしている。

⑦ 単位換算方法・教育課程の履修基準は単位とする。 16週間の理論講義、 50分授業

を1単位とする。実験・実習は100分授業を1単位とする。 32

⑧ 学内の単位認定の規定・学内の学部聞における単位互換はダブルディグリー、副

専攻の場合は相互認定する。但し、他専攻の専攻科目を受講した場合には教養科

目として処理する。外国語による教育科目、国際カリキュラム、国際教育プログ

ラムの場合、その単位認定制度は一般科目の規定と同じである。

⑨ 圏内の単位互換の状況.単位互換は在学中の2学期の範囲で可能である。他大学

で取得した成績は該当学部長の成績審査を通じて、総長の承認を受けて認定する。
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取得単位は卒業単位の2分のlまで認定する。 33

⑮ 単位五換制度:圏内の場合、科目の読み替えや追加も認定する。但し、海外の大

学の場合、 「外国大学留学生及び交換学生に関する規則」に従う。

⑪ 部局聞の格差問題はない。

⑫ 単位の表記 インターネットの講義許画書に記載している。学生本人が学士情報

ページにログインし、科目名をクリックしたら、確認できる。 韓国語のシラパ

スは印刷物もある。英語講義がある場合のみ、英語で記載。英語ホームページで

講義リスト、シラパス等、自由に確認できる。

⑬ その他.科目ごとの取得単位数自体が成績を意味する単位・成績評価制度である。

講義許画書に記載されている内容(出席、課題、テスト等)を総合して評価する。

「大学生活と進路(大学卒業の必須科目)Jは単位がない。他大学の成績はそのま

ま、単位として記入。 F/Pと記入し、平均評点には適用しない。

3)成績評価制度

① 成績評価の規定:基本的に相対評価

② 成績評価の方法:大学のホームページやシラパス(講義計画書)に成績評価の方法

等について全ての情報が掲載されている。シラパスをもとにして、出席、課題、

テスト等を総合的に評価する。

③ 成績評価段階

A.学士課程

<研究単位>

S(可)/U (否)34

表6 学士課程成績評価段階衰

④ 素点による元の成績評価:担当教員は素点により、成績評価。素点による元の成

績評価は大学で保存しない。

⑤ 成績証明書.学期が終わってから、担当教員は2~3週後までに成績を提出する。

成績提出に関する強制的義務の規定はないが、ほぽ2~3週後に完了する。学生は

3~4週後に成績を確認することができる。成績証明書はLetter gradeとして記入。

GPAは学生の雇用や進学に強く影響する。

⑥ 海外との成績評価認定の現状:海外の協定大学と学生交流等を行っている場合は、

単位は記入するが、平均評点は反映しない。成績証明書の表記は海外の大学の成

績証明書の内容をそのまま記載。

4)国際カリキュラム、国際教育プログラム

英語講座がある。

く添付資料5> 講義計画書(英語)
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(5 )韓国科学技

(Korea Advanced 1nstitute of Science and Technology) 

所在地:335 Gwahak-ro (373ー1Gus即時一dong)， Yuseong-gu， Daejeon 305ー701KOREA 

URL: http://www.kaist.ac.kr/ (韓国語、英語)

担当:2010年3月9日、韓国科学技術院国際協力チーム チョン・ミラ先生(TEL:+82-4

2-350-2443) 

1)大学情報

-設立年度

1971年、韓国科学院(臥1S)設立

1981年、韓国科学技術院(KA1ST)設立

.学部数 :7学部

・学生数(2010年2月25日現在)

学士課程.在学生3，886名、休学生678名、在籍生4，564名

修士課程・在学生2，448名、休学生82名、在籍生2，530名

修・博士統合課程の修士・在学生143名、休学生4名、在籍生147名

修士合計:在学生2，591名、休学生86名、在籍生2，677名

博士課程.在学生1，921名、休学生145名、在籍生2，066名

修・博士統合課程の博士.在学生日32名、休学生10名、在籍生842名

博士合計・在学生2，753名、休学生155名、在籍生2，908名

留学生数

表7 留学生数 (2010年2月22日現在)
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-国際室:国際協力チーム(学生交換、協定に関する業務)

(参考)その他の外国人学生支援部署

国際学生センター.外国人留学生の入学から卒業までの全般支援

K1 HOUSE :外国人学生生活アドバイザーボランティア

その他、各学科別の外国人留学生/教員担当者がいる

・交換留学プログラム:学生交換プログラム、 Dua1Degree、JointDegree Program 

国際カリキュラム

表8 国際カリキュラムの科目数 (2010年春学期現在)

2010年秋までに学士課程は100%英語で進行する予定である。現在、学部、大学院

の科目の場合、外国人留学生が参加を希望する授業は英語講座の設置を義務化してい

る。
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2)単位制度

① アカデミック・カレンダー

春学期 :2月 ~5月、秋学期 :9月 ~12月

② 学士課程年数は4年とする。

③ 修士課程年数は2年とする。

④ 卒業に必要な平均的な単位数:学士課程は130単位、修士課程は33単位。修士課

程の場合、殆どの学科が最低限33単位以上。最も単位数が多いのは54単位で、経

営大学のテクノ経営専攻、 I岨A、金融専門大学院、情報メディア経営大学院。

⑤ 単位制度・ 1科目当たり3単位が一般的。実習はl単位。単位数が一番多いのは個

別研究、論文研究で12単位である。

⑥ 卒業に必要な平均的な単位数の必須科目と選択科目の一般的な割合

・学士課程.必須39%、選択61%/・修士課程:必須23%、選択77%

⑦ 単位換算方法:授業時間数で単位換算。学士課程と修士課程の換算方法は同じで

ある。

⑧ 科目の単位数認定システム

-教科単位は科目の重要性と授業時間数により、 l単位、 2単位、 3単位、 4単位とし

て区分する。 l単位は1週1時間1学期間の講義もしくはこれに相当する時間数を教

育とする。但し、実験実習はl週3時間l学期の教育もしくはこれに相当する時間

の教育を1単位と する。

・セミナーの単位はl学期1単位を原則とするが、学科(専攻)の必要により 2単位ま

で認めることができる。セミナーのl週当たりの担当時間は該当学科(専攻)に一

任する。

-個別研究の単位は該当学生の指導教員が定める。 1学期12単位まで、合計15単位

以内でこれを認めることができる。

-論文研究の単位は該当学生の指導教員が定める。 l学期3単位以上、 12単位以内で

これを認めることができる。

• AU (Acti vi ty Uni t)は体育科目及び人生・リーダーシップ、ボランティアを履修

するための活動で、卒業単位には含めない。 1AUは1週1時間1学期間の活動もしく

はこれに相当する時間数の活動とする。

-科目は講・実・単(宿)ー講義:実験:単位(宿題)として記入する。 “講"は週当

たりの時間数、 “実"は週当たりの実験実習時間数、 “単"は総単位数、 “宿

題"は週当たり宿題時間数を意味する。

-カリキュラムの全体単位数で比率を配分して策定していない。

⑨ 学内の単位認定の規定.単位認定は他大学の受講科目及び高校生の時に受講した

AP科目に対して、単位認定申請を受け、審議することにしている。学生本人の選

択を尊重するため、学内の他学部の科目を受講することに対して別に単位互換や

単位認定等を審議しない。

学部聞のCross-listingと学際的な科目はない。但し、学科によっては受講可能

な他学科の科目を指定する場合がある。学士課程と修士課程の殆どの科目が英語

で行われているため、別途の外国語教育プログラムは設置していない。
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⑮ 圏内の単位互換の状況 KAISTに開設されていない科目に限って、単位互換協定

大学の開設科目が受講できる。 1学期当たり6単位まで受講可能で、単位互換で取

得できる単位数は学士課程は12単位、修士課程は9単位、博士課程は12単位を超

えることができない。

海外の大学で単位互換で取得できる単位の制限はない。但し、海外の大学への交

換留学期聞はl年と制限されていて、事情がある場合にはl学期延長することがで

きる。

修・博士課程の場合は、論文研究のため、もしくは学科聞の協定により単位を取

得することができる。

⑪ 単位互換制度:KAISTに開設されていない科目に限って、単位互換協定大学の開

設科目を受講することができる。学士も修士も同じである。学校、学部別のダブ

ルディグリー・ジョイントディグリープログラムの全般に関する規制の詳細化を

進行中である。

⑫ 単位の表記.各科目の単位数は学校のホームページの開設科目の講義案内、すな

わち講義申請システムの開設される科目の情報から詳しく内容を確認することが

できる。

講:実:単として表記されている。(講=講義時間、実=実習時間、単=単位)

⑬ その他.学科で要求するセミナーがある場合は、単位はなく、 Pass/Failとして

卒業履修要件を充足しているかを決定。

3)成績評価制度

① 成績評価の規定:絶対評価。成績評価制度は学士課程、修士課程、博士課程で同

じ。

② 成績評価の方法:科目の担当教員の裁量により、成績評価規定は異なる。

③ 成績評価段階

表9学士課程の5段階評価表

等級 評点 等級 評点

A+ 4.3 c+ 2.3 

AO 4 CO 2 

A- 3.7 c- 1.7 

B+ 3.3 D+ 1.3 

BO 3 DO 1 

B- 2. 7 D- 0.7 

F 。
S-u 科目は成績平均計算に含めない。

④ 素点による元の成績評価:素点による元の成績評価記録は科目の担当教員が保管

し、成績報告書の様式に個人別の成績を記録し、大学に提出する。

⑤ 成績証明書:教員の成績提出は学期が終わってから約3週間半程度かかる。学生



－ 253 －

は学期が終わって4週後から成績を確認することができる。成績証明書も同じく 4

週後から発行される。期限までに提出できなかった学生の成績は“F"として処

理する。 GPAは学生の進学に強く影響する。

⑥ 園内の成績評価認定の現状.園内の大学と共同の教育プログラム等を持っていな

し、。

⑦ 海外との成績評価認定の現状:海外の協定大学と成績互換をしている。成績は協

定枝の成績に準ずるが、 KAISTの成績平均評点には反映しない。

注

l釜慶大学校学則第3章学事運営第1節学事一般第26条
z釜慶大学校学貝l第3章学事運営第1節学事一般第27条
3釜慶大学校学則第3章学事運営第1節学事一般第27条

4釜慶大学校学則第3章学事運営第6節修了及び卒業第64条

5釜慶大学校学則第3章学事運営第6節修了及び卒業第64条及び訪問調査

6釜慶大学校学則第3章学事運営第4節受講申請及び単位取得第52条

7 OCUホームベージから抜粋(http://www.ocu.ac.kr/)

8釜慶大学校学則第3章学事運営第4節受講申請及び単位取得第55条

9釜慶大学校学則第3章学事運営第5節試験及び成績第60条

10釜山大学校学則第3章学事運営第1節学事運営一般第四条
11大学は単科大学を意味(註釈10参照)
12釜山大学校学則第3章学事運営第l節学事運営一般第四条
13大学は単科大学を意味。(註釈10参照)
14釜山大学校教養教育課程人文大学国語国文学科

15釜山大学校学則第3章学事運営第3節教育課程と履修第53条

16釜山大学校学則第3章学事運営第3節教育課程と履修第54条

17釜山大学校学則第3章学事運営第3節教育課程と履修第55条
18釜山大学校学則第3章学事運営第3節教育課程と履修第59条

19釜山外国語大学校学則第4章学年・学期授業日数及び休業日第5条
20釜山外国語大学校学則第3章授業年限及び在学年限第4条

21釜山外国語大学校大学院学則第3章授業年限及び在学年限第17条
22釜山外国語大学校学則第9章教科及び履修第42条

23釜山外国語大学校大学院学則第5章教科及び単位第28条

24釜山外国語大学校大学要覧学生生活II.学事案内2.教育課程
25釜山外国語大学校学則第9章教科及び履修第29条
26釜山外国語大学校学則第9章教科及び履修第四条
27釜山外国語大学校大学院学則第6章学業成績第29、30、31条
28亜洲大学校学則第6章授業及び学位取得第四条
29亜洲大学校学則第6章授業及び学位取得第37条
30亜洲大学校学則第6章授業及び学位取得第37条
31亜洲大学校学則第6章授業及び学位取得第50条
32亜洲大学校学則第6章授業及び学位取得第44条

33亜洲大学校学則第6章授業及び学位取得第45条

34亜洲大学校学則第6章授業及び学位取得第46条
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Mechanics of Materials(2) 
Div.lDept. : Department of Ocean Engineering 

Credit points: 3 

Subject code: 104692 

Prerequisite: 

Liberal arts( ), Major ( 0 ) 

Course Oblectlves 

Lecture about application field of Mechanics of Materials 

Course Description 

1. Review of 'Mechanics of Materials ' 

2. Deflections of Beams 

3. Statically Indeterminate Beams 

4. Columns 

Text and Reference Materials 

(a) Text(s) : Mechanics of Materials, 6th Ed, James Gere 

(b) Reference Material(s) :. 

Course Requirements and Grading Policy 

Students will be assessed for their course grade according to the criteria outlined below. 

Exam: Mid-term 30%, Final 50% 

Assignments: 20% 

Attendance : 0 

Others 0 

Course Outline 

Week 1 : Review of 'Mechanics of Materials' 

Week 2: Bending Moment in Beams 

Week 3: Shearing Force in Beams 

Week 4: Combined Stress and Stress Concentrations 

Week 5: Deflections of Beams 

Week 6: Geometrical Method 

Week 7: Energy Method 
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Week 8: Midtenn Exam. 

Week 9: Statically Indeterminate Beams( l) 

Week 10 : Statically Indeterminate Beams(2) 

Week 11 : Columns 

Week 12 : Bucking Stress 

Week 13 : A Cylinder and A Sphere 

Week 14 : Exercise 

Week 15: Final Exam. 
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PUSAN NATIONAL UNIVERSITY 
30 Jangjeon-dong, Geumjeollg-gu, 

Busan 609-735, Repub lie of Korea 

The name Busan National University was used 
from March 1973 to December 1983. 

Before and after that period, the name Pusan 
National University u'as used and is being used. 

No issued : 
SCHOLASTIC RECORD Date issued: . 

Student NUlDber: Major : -------

Name in Full : 2nd Major : -------
Date of Birth : Minor 

College Date of Admission: March 02, 2006 

Division Date of Degree Awarded : 

Department Degree Awarded : 
-------------------------------------r-----------------------------------~ 

2006 1st Semester 
JAPAN~:.~:( I) 
I. ITI-:RA1lIRE ANI) FIUI AWT 
IIU1lAN mmAVIOR " PSYCIIOI.QJY 
()I'EIHII NIJElI SPl-:AK I NG 
PWhCTlCAI. t:IIGl,ISlI(J) 
PllACTICAI. COIIPUlliR( I) 
liNGl.ISlI CONVF.RSATION 
~:NGI.lsn RF.AllING (I) 

r.S.D: 19.0 G.r.A : 

2006 S=r Semester 
PllACTICAI. COIII'UI1iR( III) 

r.S.D: 1.0 G.P.A : 
2006 2nd Semest er 

FAIt II. Y IIF.AL TIl CARE 
l;,.sn.lIN I'll 11.£1&)1'111 CAl. Ln·" 
ClIl.TlIRAI. APPRQACII TO HISIORY OF IJmRACTION IIAN AND 
ltIDEHSTAND I NG EIlIl:AT ION 
,'lEW PRACTlCE(n:AOUt«> PRACTIClJU(J) 
;'RACTICAI. ENGI.ISlI( I J) 

·'RACTIC.~ COWillliR( II) 
.I'I'I.IEI> ENGLISII I.INGUISTICS 

1'.NG!.ISlI COlll'OSlTfON PRACTICE 
r.S.D: 21.0 G.P.A: 

2006 Winter Semester 
W1~:t.TIVE WRITING 

r.S.D: 2.0 G.P.A: 

2007 1st Semester 

3.0 
3.0 
3.0 
2.0 
1.0 
1.0 
3.0 
3.0 

1.0 

3.0 
3.0 
3.0 
2.0 
2.0 
1.0 
1.0 
3.0 
3.0 

2.0 

APPI.llm ENGI.ISlI P1IONhj'ICS(E) 3.0 
IIIS1URICAL SlIRVI(Y OF 1Il1l;tlIChN J.11T:RAlUIm & ClIL11JRE 3.0 
I'II!.CTICfo: IN l'01~IC/TOIlI·i. 3.0 
l~llK:J\TIONAI. PSYCHOLOGY 2.0 
IlASIC JhPANI;sJ;W 3.0 
Ill/IUS IN JhPAN~:sr:(J) 3.0 
JAPANIlSE GRA1!IJAR(I) 3.0 
PI1ACTJ CAl. ENGl. J SlIOIJ) 1. 0 

P.S.D: 21.0 G.P.A : 

2007 2nd Semester 
IIJS11JRJCAI. SURVEY OF JlRITISn I.ITERATIIRE ,. OlLTIJRE!E) 3.0 
IINDliRSThNDJNG OF IlRITISIl & .WERICAN OlL11JRE!E) 3.0 

Explanation: 
I.Hours-per-Week : 
t;o minute class work per a week for 1 semester makes 1 
~redit hour ( loo minute or more of laboratory work per 

a week for 1 semester makes 1 credit hour) 
:~.Grading system : 

A+ 4.5 AO 4.0 Bt 3.5 eo 3.0 e+ 2.5 CO 2.0 D+ 1.5 DO 1.0 
'.100(95) (94-90) (89-85) (84-80) (79-75) (74-70) (69-65) (64-60) 
lhe lowest passing grade 00 (60). P(Pass) FO(Fai II N(Non Pass) 
3. An official transcript with impression of sea! and signature 
4 .. ~ course marked with [e). [E). [F). [G), [1) or [R) signifies 
that it ~'as lectured in a certain foreign language; C=Chinese, 
E=English. F=French, GcGermall, J=Japanese, and R=Russian. 
5. by RUe Program; Regional University-level Challenge Program. 
G. by UP ; University-level Program. 
The credits froal overseas universi ties wi 11 be approved and counted 
!towards graduation reallirement~ hut wi II nnt h .. ·I;'~I",I .. " In th .. GPA 

PRACTICE III SPOKEN ENGLIS!HE) 
CURRIOlLW & EIlUCATIONAL EVALUATION 
BASIC JAPANESB(J J) 

DRIW IN JAPANESB(IJ) 
FIELD PRACTICE(n:AClUNG PRACTICUlI( I) 
PRACTICAL DlGLISH(JV) 
PRACTICAL COlIPUTER(lV) 

P.S.D: 21.0 G.P.A : 
2008 1st Semester 

ENGLISH ACQUISITION & SYNTAX 
EIlOCATIONAL llE'I1IOD & 'ImlNOLOGY 
SCIlOOI. & CUSSROOII Ilr\NAGF.IIF.NT 
SURVEY OF ENGLISH EIlOCATION[E) 
TEACHING 11IEORY OF JAPANESE 
JAPAIIF.SE CONVERSATlON(J) [J) 

P.S.D: 15.0 G.P.A : 

3.0 
2.0 
3.0 
3.0 
2.0 
1.0 
1.0 

3.0 
2.0 
2.0 
2.0 
3.0 
3.0 

2008 Overseas Exchange Stucly(2nd Semester) [Hiroshima University) 
Seminar in British and At>erican Culture and I.i teratu 1.0 
Introduction to Phonet ics and Phonology 2.0 
Pronunciation Clinic D 
Comunlcative Irltllll D 
CAlL Prael i ce D 
Intermediate Japanese DA 
Intermediate Japanese DB 
Intermediate Japanese DC 
libat is Peace? 
The Japanese Culture and Educat ion 

P .S.D : 16.0 

1.0 
1.0 
1.0 
2.0 
2.0 
2.0 
2.0 
2.0 

2009 Overseas Exchange Stucly(lst Semester) [Hiroshima University] 
INU Collaborated Special !.ecture 8 2.0 
Introduction to English J.inguistics(Pragmatics) 2.0 
Advanced COIIIIluni cat ion Pract i ce I 
Comparative Lansuage and Culture 
Intermediate Japanese DC 
Intermediate Japanese DE 
Intermediate Japanese DF 

P.S.D: 13.0 
Tota I Passed : 
Major G.P.A : 
Cumulative G.P.A : 
Percent : 

129.0 

1.0 
2.0 
2.0 
2.0 
2.0 

••••• End of Transcript .0. .. 

Kim. Inn Set M.D .• Ph.D. 
President 
Pusan National University 
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PUSAN UNIVERSITY OF FOREIGN STUDIES 

No : For Official Usc Only 

Name in Full 

Dale of Ilirlh 

Nationality : Japan 
College: College of Humanities .and Social Sciences 

Tille of course Cred i t Grade 

Special Transfer AdmiSSion 65 

2nd Semester. 2009 
Beginning Korean Listening 

t:i~~i~ ~~~~~~ S~~=~i~ 
Begilming Korean Wri Ling 
Begilmg Korean Pract ice 
Current Jalmncsc 

===== Credit 18.0 P.A 3.92 ===== 

Total Credits Earned 18.0 
Toll'll G.P.A 3.921 4.50 

.** End of Record ... 

• Grading Syslem : 

3.0 
3.0 
3.0 
3.0 
3.0 
3.0 

A+=4 . 5= 100-95. A =4.0= 94-90. B+=:l.5= 1l9-R5 
Il =3.0= 84-80. C+=2.5= 79-75. C =2.0= 7'1-70 
D+=1.:J= G9-li5. n =1.0= 64-60 I'=PASS. 

A+ 
S+ 
B+ 
A 
A 
A 

55-1. Uam-Dong. Nam-Gu. Pusan. Korea. 

Transcript of Academic Records Da 1 c : FEIlRUAIIY 8 . 2010 

Division : Division of Korettn Langmlgc & LilCrlure Dale of Admission AUGUST :ll. 2009 
MajorO) Date of Gradual ion 
Major(2) Degree : 
Major(3) 
Minor 

Title of course Cred it Grade Title of course Credil Grade 

VoaA 
SEAL. ;;;n r;y, I VOII ' 

, 
President 
Pusan University of Foreign Studies 

XOTE CllPIEc'lF'mIS IXlCl'\IENT AIlE XOl OFFICIAl. li~I.ESS I!!E DE.\\,S SIGNATlIRE A\IJ SI'i\1. :\IIE -".FFIXEIl. 
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PUSAN NATIONAL UNIVERSITY 
30 Jangjeon-dong, Geumjeong-gu, 

Busan 609-735, Republ ic of Korea 

The name Busan National University was used 
from !Iarch 1973 to December 1983. 

Before and after that period, the name Pusan 
National University ~~s used and is being used. 

No issued : 
SCHOLASTIC RECORD Date issued: . 

Student Number: Major : -------
Name in Full : 2nd Major -----
Date of Birth : Minor 

College Date of Admission: March 02, 2006 

Division Date of Degree Awarded : 

Department Degree Awarded : 
-------------------------------------~----------------------------------~ 

2006 1st Semester 
JAI'AN~:SJo:( I ) 
1.l11iRATIIRE ANll fUJI AHT 
IIlJl1AN HJollAVIOR 0\ PSYClIOI.ooY 
(lPHN-1II NIlEl) SI'f:AK I NG 
PHhCTI CAl. JoJolGI.1 SlIm 
PRhCTICAL COl!l'lrrnR(J) 
ENGI.ISlI CONVF.RSATION 
ENGI.ISlI READING (I) 

?S.D: 19.0 G.P.A : 

2006 Suoner Semest er 
PRhCTICAL COlII'I.lTER(lII) 

P.S.D: 1.0 G.P.A : 
2006 2nd Semester 

FAllll.Y IIF.ALnl CARE 
I1LSnJlN PIIII1l9:JPlUCAI. W'E 
ru:IlIIW. Al'I'ROA(]J TO HISTORY or IlrrERACTlON IIAN AND 
lWI;RSTANDING EllIr':.nION 
,'lEW PRACTIC£(lEAOUNG PRACTICUII(J) 
:'AACTlCAL ENGLISlI( II) 
·lJL\CTICAl. COIII'\rm/( II) 
.m.m) ENGLISII l.INGUISTICS 

r.NGI.ISlI COl.!!'OSlTION PRACTICE 
?S.D : 21.0 G.?A : 

2006 Winter Semest er 
UlFJlTlVE WRJ1'ING 

P.S.D : 2.0 G.P.A : 

2mI 1st Semester 

3.<l 
3.0 
3.<l 
2.0 
1.0 
1.0 
3.0 
3.0 

1.0 

3.0 
3.0 
3.0 
2.0 
2.0 
1.0 
1.0 
3.0 
3.0 

2.0 

lIPPI.1ll1l ENGl.ISlI P1IONh"TICS[E) 3.0 
III Sl'OR ICAl. SURVI;r or AlII;N lCAN I.ITI":I!A ME & CIIl.11JRE 3.0 
PHACTlO: IN l'01(JC/TO[(o'1. 3.0 
l~lIICATlONAI. PSYCHOLOGY 2.0 
Iv\SIC JAI'ANl;S!;( J) 3.0 
IlI1llJ.s IN JAPANESE(l) 3.0 
JAI'ANE..<;f. GRAlIIlAR(J) 3.0 
I'IIACl·ICAl. ENGI.ISlIO 11l 1.0 

P.S.D: 21.0 G.P.A : 
2007 2nd Senester 

IIISTORICAI. SUllVEY Of' URITISH 1.I'ltRAnIRE 4 an.11lRE[E) 3.0 
llNl~~srANDIt/G OF BRITISII II .'JJERlCAN an.11JRE(E) 3.0 

Explanation: 
1. Hours-per-Week : 
:;0 minute class work per a week for 1 semester makes 1 
~redit hour ( 100 minute or more of laboratory work per 
a week for 1 semester makes 1 credit hour ) 

:'.Grading system : 
At 4.5 AO 4.0 S+ 3.5 BO 3.0 e+ 2.5 CO 2.0 D+ 1.5 00 1.0 

'.100-95) (94-90) (89-85) (84-80) (79-75) (74-70) (69-65) (64-60) 
lhe lowest passing grade 00 (60). P(Pass) FO(Fail) N(Non Pass) 
3. An official transcript with impression of seal and signature 
4. A course marked with [el. [E], IF], [Gl. [lJ or [R) signifies 
that it n'as lectured in a certain foreign language: C=Ch.inese, 
E=English, F=French, GcGerman, J=Japanese. and R=Russian. 
5. by RUe Program; Regional UniversitY-level Challenge Program. 
6. by UP ; UniversitY-level Program. 
The credits irem overseas universi ties wi II be approved and counted 
towards Ilraduatinn rl'ollir ...... nt. but will not be 'neluded in the GPA 

PRACTICE IN SPOKEN ENGl.ISH[E) 
ClJRRICUUllI & f'llUCATIONAI. EVAUIATION 
BASIC JAPANESE(lI) 
llRIl.l.S IN JAPANESE(lI> 
FlEW PRACTICE(TEAClIlNG PRACTICUlI(J) 
PRACTICAL ENGLI SH(l V) 
PRACTICAL COlIP\1l'ER(lV) 

P.S.D: 21.0 G.P.A : 
2008 1st Semester 

ENGLISH ACQUISITIOII & SYNTAX 
EIlOCATIONAl. IIEll!OD 0\ 'lEOlNOlOGY 
SCIIOOl. & CI..ASSROOH IlANAGEIIENl' 
SllRVEY or ENGLISH EDOCATION[ E) 
TEA(]JING nny OF JAPANESE 
JAPANESE roNERSATION(l)UI 

P.S.D: 15.0 G.P.A: 

3.0 
2.0 
3.0 
3.0 
2.0 
1.0 
1.0 

3.0 
2.0 
2.0 
2.0 
3.0 
3.0 

2008 Overseas Exchange Stucly(2nd Semester) [Hiroshima University] 
Se!Dinar in British and Aclerican Culture and l.i teratu 1.0 
Introduct iOll to Phonet ics and Phonology 2.0 
PronlDlci at iou Clinic 0 
ComlDlicative Writing D 
CAU. Practice n 
Intel'lilediate Japanese DA 
Intermediate Japanese DB 
Intermediate Japanese DC 
lib.t is Peace? 
The Japanese Culture and Education 

P.S.D: 16.0 

1.0 
1.0 
1.0 
2.0 
2.0 
2.0 
2.0 
2.0 

2009 Overseas Exchange Study(lst Semester} [Hiroshima University] 
JNU Collaborated Special Lecture B 2.0 
Introduction to English Linguistics(Pragmatics) 2.0 
Advanced Coamunication Practice I 
Comparative Lan8llage and Culture 
Intermediate Japanese DC 
Intermediate Japanese DE 
Intermedi ate Japanese D F 

?S.D: 13.0 
Total Passed : 129.0 
Major G.P.A : 
Cumulative G.P.A : 
Percent : 

1.0 
2.0 
2.0 
2.0 
2.0 

••••• End of Transcript .c ... 

Kim. Inn Set M.D .• Ph.D. 
President 
Pusan National University 
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PUSAN UNIVERSITY OF FOREIGN STUDIES 

No : For Official Usc Only 

Name in Full 

Dale of Ilirlh 

Nationality : Japan 
College: College of Humanities .and Social Sciences 

Tille of course ered i t Grade 

Special Transfer AdmiSSion 65 

2nd Semester. 2009 
Beginning Korean Listening 

t:i~~i~ ~~~~~~ S~~=~i~ 
Begilming Korean Wri Ling 
Begilmg Korean Pract ice 
Current Jalmncsc 

===== Credit 18.0 P.A 3.92 ===== 

Total Credits Earned 18.0 
Toll'll G.P.A 3.921 4.50 

.** End of Record ... 

• Grading System: 

3.0 
3.0 
3.0 
3.0 
3.0 
3.0 

A+=4 . 5= 100-95. A =4.0= 94-90. B+=:l.5= 1l9-R5 
Il =3.0= 84-80. C+=2.5= 79-75. C =2.0= 7'1-70 
D+=1.:J= G9-li5. n =1.0= 64-60 I'=PASS. 

A+ 
S+ 
B+ 
A 
A 
A 

55-1. Uam-Dong. Nam-Gu. Pusan. Korea. 

Transcript of Academic Records Da Ie: FEIlRUAIIY 8 . 2010 

Division : Division of Korettn Langmlgc & LilCrlure Dale of Admission AUGUST :ll. 2009 
MajorO) Date of Gradual ion 
Major(2) Degree : 
Major(3) 
Minor 

Title of course Cred it Grade Title of course Credit Grade 

,. -
SEAL. SliD G-Jo! VOII 

, , 
President 
Pusan University of Foreign Studies 

XOTE CllPIEc'lF'mIS IXlCl'\IENT AIlE XOl OFFICIAl. UNI.ESS I!!E DE.\\,S SIGNATlIRE A\IJ SI'i\1. :\IIE -".FFIXEIl. 
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OllE ~ Af (History of American Literature) 

§(*'i'~(§(~/ All!) 1"1!!1 (3/3) I JH~§(JI I 2009- 2 

:"Lill~ '?*~QI~ §(",/C!;g/§(~ eJ~~¥ ~Oi~~~~~ 3. 4~1::! 

~~AI2! llJ ~~~ ~B §lA( Cf205A) 

I!!*Jlf§l 

il!~Jlf~ 
t'! i'1 J I ;l;Jlf§l 

et::L!Af~ ~AI*~ ~~Jlf§l 20AlIJI Ol~ ±I!I. OI~AI 

~~ .J}~~~ 

i!H!l(~~/±~) ~Ol~ (~:w.*/eJ~CH~ eJ~~¥) 

B~il!* ~'i'~ Cf~a219-2 'i'UlC!§} 2825 e-maIl I miehkim@ajou.ac.kr 

~BAI2! 2112-1. 3-6. §l 10:30- Allil 01 AI 

i!l2J(~'jj/±~) 
B~~il! 

~'i'Q! 'i'UlC!§} e-mai I I 

1. Ji!JJf~ JH 51 

This is a survey course in the hi story of Amer i can literature from the Co lonial per iod to the ear Iy 21 century. We wi II re 
ad major works of Amer ican I terature. and examine the histor ical and cui tural context of theworks. Students are requi re 
d to read the readl ng mater i al in advance. par t i cipate in class act ivi ties. and give presentat ions in Engl ish. 

2. *,gj ~I!. 

The purpose of th i s course is to give students an oppor tun i ty to I earn more about the history of Amer i can literature. and 
the cu I ture of Amer i can society. 

Readi ng assignment: a course packet. 

Lectures. 

Presentat ion by students 

Oiscuss ion (small group or cl ass) on the discuss ion points provi ded by the professor. 

Quest ions and answers. 
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I!D f \!f \11 !!* I!Df~1 ii ~I:ll 

~"i 10% 

5~~A~ 1 25% 

JI ~:ilAf 1 25% 

'>'I", 6-7 20% 

1!tJ! 1 10% 

£i;; 10% 

:ilI-~1 

JI E! 

~g IJJJI§j-§nOlI 
fI'i'£Il= All! 

=?-~ iiLIH ;\I1~(l!!IAfOI~) A~ JJ .~Af .~e!S::: 

~lilXH course packet (lllAf!!!) 0'* 0'* 2008 

B:ilAf fi A Short History of the American Nation 
Garraty. J. A. 

Harper & Row 1989 
and others 

g:ilAf fi An Outline of American Literature Peter B. High Longman 1986 

The Norton Anthology of American Literature 6t 
Edited by Nina 

g:ilAf fi 
h. 

Baym and Norton 2003 
others 

~E! .!::!.E!~2.1 
B:ilAf fi OI~Af Ai. !lOll 21 (£I) ¥i Dl LI '" §: 2005 

~~ 
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< a£ JlISI > 

9' ~~9'AlI AI~ jJf All 

01 Introduction and film. "1492 Columbus" 

1. Colonial Beginnings 
Early Expedition. 

02 Settlements. Puritanism and 
Discussion on "1492 Columbus" Salem Witch Trial 

Historical Background of 

03 2 .The Birth of a Nation 
Independence. Thomas 

Jefferson "Declaration of 
Independence. " Benjamin Fr 

04 3. The Rise of a National Literature Washington Irving 

05 4. An American Renaissance Hawthorne and Melville 

06 5. The Civil War and the "Gilded Age" 
Walt Whitman. Mark Twain. 

Emily Dickinson 

Stephen Crane. Jack London. 
07 6. The Era of Realism and Naturalism Theodore Dreiser. Henry 

James 

08 Mid term Exam 

09 7. Poetry from 1900-the 1930s Robert Frost. T. S. Eliot. 

10 8. The Writers of the "Lost Generation" 
F. S. Fitzgerald. E. 

Hemingway. W. Faulkner 

11 Film. 'The Great Gatsby" 

12 9. Literature by women writers and minority writers Langston Hughes 

13 10. The 50s 
McCarthyism. Arthur Miller. 

Sylvia Plath 

14 11. The Civil Rights Movement Toni Morrison 

15 Review 

16 Final Exam 
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2j OJ ~JHe (Introduction to the English Language) 

§I*"~(§I~/Alm ?;! l!i (3/3) I JH {II §lJI I 2009 -2 

:w.JIf~ 9'*~Ql~ §I,¥/~~/§I\;! e.HE~¥ ~Ol~~~~~ 2~~ 

~~AI2!:l.! ~~~ ~B ~A(Cf205B) 

~*JIf~ None 

:w.~JIf~ t'!~ JI ±JIf~ 

et:JlAf~ ~AI*~ ~~JIf~ Eng I ish Phonet i cs, History of the Engl ish Language 

2t~ .JJ.;~~ Enc I ish Semantics, Appl ied Linguist i cs 

~~(~~/±~) ~~~ (¥jil*/eJ~CH~ eJ~~¥) 

gg:w.* ~,,~ Oasan 414 "UI~~ 2824 e-1IIa i I I hokim67@ajou.ac.kr 

~gAI2! AmIOI:!:1 http://madang.ajou.ac.kr/-hokim67 

~\lI(W~l/±~) 
gg±:w. 

~"Q! "UI~~ e-mai I I 
1. jjLilf ~ JH R 

The course is des i cned to i nt roduce students to the study of human language in cenera I , wi th its focus on Eng I ish. The cou 
r se wi I I dea I wi th the maj or components of I i ncu i st i cs I rom phonet i cs, phono logy, morpho logy, syntax, semant i cs to lang 
uage acqui sit ion and brain lunct ion i ng. By doi ng so the course wi II help enhance students' understandi ng 01 human I angu 
age. 

2. *gj~.H 

By the end of the course the student wi I I be ab Ie to better understand what language is and what it can tell us about the hu 
man mind, human society, and human history. 

- Lecture 

- Discussion 

- Presentat ion 

- Ass i gnmen t 
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Basie knowledge 01 Engl ish grammar and readingeomprehension 

I!D f \1f \11 'l!* I!Df~1 ii ~I:ll 

~6j 10% 
No grade lor the students who have more than 7 abs 
enses (Three tardies = 1 absense) 

~l!-.::ilA~ 35% T. B.A. 

JI ~:ilAf 35% T. B.A. 

'>'12": 

'itH 10% Group Presentation on the exercises 

-"'E 

:;lUI 10% Individual work 

JI E! 

~Et "JJJI2l"e"on 
3 hours a day lor 3 days = 9 hours 

H'i'£Il= All! 

=?-~ iiLIH AlI~(l!IAfOI~) Xi JJ ~~Af ~~~s::: 

~jjlXH AnlntroductiontoLanguage Fromkin.Rodma HarcQurtBrace 2007 
n.&Hyams 

.!:F:ii!JJl LinguisticslorEveryone:Anlntroduction 
Denham&Lobec 

Wadsworth 2010 
k 



－ 265 －

< Cl5: JlISI > 

~ t!~~.<il "I~ jU 

Introduction: What is language? 

01 Linguistic Knowledge and performance Ch. 1 

Descriptive Grammar VB. Prescriptive Grammar 

Brain and Language 

02 The localization of language Ch.2 

The Critical Period 

Morphology 

03 Bound vs. Free morphemes Ch.3 

Word Coinage 

Syntax: the sentence patterns of language 

04 Sentence Structure Ch.4 

UG principles and Parameters 

Syntax: the sentence patterns of language 

05 Sentence Structure Ch.4 

UG principles and Parameters 

06 
Semantics: The meaning of Language 

Ch.5 
Entailment and presupposition 

07 Pragmatics Ch.5 

OB Mid-term exam 

Phonetics: The sounds of language 

09 The phonetic alphabet Ch.6 

Articulatory Phonetics 

Phonetics: The sounds of language 

10 phonetic classes Ch.6 

Prosodic features 

Phonology: The sound patterns of language 

11 phonemes Ch.7 

Rules of phonology 

Language acquisition 

12 first language acquisition Ch.B 

second language acquisition 

Language processing: humans and Computers 
13 Speech processing Ch.9 

Computer processing of human language 

Language change: The syllables of Time 

14 
phonological change 

Ch.11 
morphological change 

genetic classification of language 

Language in Society 

15 Dialects Ch.10 

Pidgins and Creoles 

16 Final Exam 




